「入澤彩記念女性生理学者奨励賞」募集要項（2017年度）
1. 対象：日本生理学会の会員で、3年以上の正会員（学生会員を含む）歴を有する女性の生理学研究者を対象とします。研究領域は問いません。（2010年から2019年まで募集する予定です。） 
2. 受賞： 毎年1名に100万円を研究費として贈呈いたします（状況により改訂する場合があります）。生理学会総会で授賞式を行うとともに、受賞者には演題登録をした上で、日本生理学会大会で入澤彩賞申請書に記載されている主な研究業績・多目的な活動についてポスターにて単名で紹介していただきます。ただし、一般演題としては扱われないため、別の一般演題で筆頭著者となることは妨げません。
3. 選考基準 
　本賞の選考においては、物心両面にわたり女性研究者の育成に尽くされた入澤彩先生のご遺志を継ぎ、a)優れた研究を奨励する、b)地道で多面的な活動と研究の両立を評価する、c)若手人材を育成する、という3つの柱を設けました。 
　この趣旨に基づき、評価基準を毎年変えて募集を行います。2016-2017年度の2年間は、多面的な活動注１）に積極的に関わり、さらに優れた研究を行った女性研究者を評価し、以下のように職名別に募集します。
第7回（2016年度）：助教・ポスドク・研究員・大学院生など　すでに終了
第8回（2017年度）：教授・准教授・講師・チームリーダーなど
注１）多面的な活動については以下の例を参考にしてください。過去3年間の活動を対象にします。申請書にはそれぞれについて具体的な活動内容等の記載をお願いします（活動期間または活動年月日・活動時間・対象人数(例：メンティー数)などを含めて）。

・学内(組織内)の各種委員（ダイバーシティ(男女共同参画)関連委員、ハラスメント委員、メンター委員など）

・学会シンポジウム企画
・研究会等の企画、運営
・小中高等学校等での授業、科学に関連した催しもの
・サイエンスカフェ等の企画
・学内外での講演活動
・サイエンススクールでの講義
・研究所・大学等一般公開での催しもの

4. 応募方法 
　本人が応募する場合は「申請書」を、推薦する場合は「推薦書」をお送り下さい（書式は生理学会HPよりダウンロードできます）。推薦は生理学会会員であれば性別を問わずどなたでもできます。
5. 選考 
　本賞の選考方法の決定は「生理学女性研究者の会（Women in Physiology of Japan, WPJ）」が生理学会より委託されております。（1）「申請書」と「推薦書」のとりまとめ、（2）推薦された人に対する応募の依頼、（3）選考委員の選定、をWPJ が行います。 
　本賞の選考は原則として生理学会の会員5名からなる選考委員（男女両性で組織）が行い、応募者の中から一名を決定します。 
6. 窓口 
　「申請書」（+代表論文）または「推薦書」を7月31日までに下記あて郵送またはメール添付でお送りください。また「推薦書」による応募の場合は「申請書」は上述締め切りまで、または「推薦書」受理より10日以内に送付できることを条件とします。
（送付先）〒565-0871 吹田市山田丘2‐2 

　　　   大阪大学大学院医学系研究科心臓血管外科講座 

 　　　  小田‐望月紀子　odan@surg1.med.osaka-u.ac.jp 
　　　   メール添付の場合、PDFファイルでの送信を推奨します。 
（問い合わせ先）〒852-8588  長崎市坂本1-7-1
 　　　  長崎大学大学院医歯薬学総合研究科生体情報科学 

  　　　 藤山　理恵 (WPJ代表)  

  　　　 TEL: 095-819-7638   rierika@nagasaki-u.ac.jp
